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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年11月22日(2018.11.22)

【公表番号】特表2017-536402(P2017-536402A)
【公表日】平成29年12月7日(2017.12.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-047
【出願番号】特願2017-529642(P2017-529642)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  33/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   33/22     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｌ   15/18     　　　　
   Ａ６１Ｌ   15/44     　　　　
   Ａ６１Ｌ   15/46     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月11日(2018.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなくさまざまな修正を行うことが可能である。
これらの実施形態及び他の実施形態は、以下の特許請求の範囲に含まれるものである。本
発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［２０］に記載する。
［１］
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性ビグアニド化合物を含む、組成物。
［２］
　前記抗菌性ビグアニドが、ポリヘキサメチレンビグアニド、クロルヘキシジン、アレキ
シジン、ポリアミノプロピルビグアニド、前述の抗菌性ビグアニドのうちのいずれか１つ
の塩、及び前述の抗菌性ビグアニドのうちのいずれか２つ以上の組み合わせからなる群か
ら選択される、項目１に記載の組成物。
［３］
　前記抗菌性ビグアニドが、前記組成物の約０．０１重量％～約５重量％を構成する一部
分として前記組成物中に存在する、項目１又は２に記載の組成物。
［４］
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性第四級アンモニウム化合物を含む、組成物。
［５］
　懸濁媒体、
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　Ｂ２Ｏ３を含み、表面を有する生体活性ガラス、及び
　銀又は銅を含む、有効量の抗菌性化合物を含み、
　前記抗菌性化合物が、前記生体活性ガラスの表面のコーティングとして前記組成物中に
存在する、組成物。
［６］
　前記抗菌性化合物が、酸化銀、金属銀、酸化銅（ＩＩ）、金属銅、及びそれらの組み合
わせからなる群から選択される、項目５に記載の組成物。
［７］
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性脂質構成成分を含み、
　前記抗菌性脂質構成成分が、多価アルコールの（Ｃ７～Ｃ１２）飽和脂肪酸エステル、
多価アルコールの（Ｃ８～Ｃ２２）不飽和脂肪酸エステル、多価アルコールの（Ｃ７～Ｃ
１２）飽和脂肪エーテル、多価アルコールの（Ｃ８～Ｃ２２）不飽和脂肪エーテル、それ
らのアルコキシル化誘導体、又はそれらの組み合わせを含み、前記アルコキシル化誘導体
は多価アルコール１モル当たり５モル未満のアルコキシドを有し、ただし、スクロース以
外の多価アルコールに関して、前記エステルはモノエステルを含み、前記エーテルはモノ
エーテルを含み、かつスクロースに関して、前記エステルはモノエステル、ジエステル又
はそれらの組み合わせを含み、前記エーテルはモノエーテル、ジエーテル又はそれらの組
み合わせを含む、組成物。
［８］
　前記抗菌性脂質構成成分が、モノラウリン酸グリセロール、モノカプリン酸グリセロー
ル、モノカプリル酸グリセロール、モノラウリン酸プロピレングリコール、モノカプリン
酸プロピレングリコール、モノカプリル酸プロピレングリコール、又はそれらの組み合わ
せからなる群から選択される化合物を含む、項目７に記載の組成物。
［９］
　前記抗菌性脂質構成成分が、前記組成物の約０．１重量％～約２０重量％を構成する一
部分として前記組成物中に存在する、項目７又は８に記載の組成物。
［１０］
　前記懸濁媒体が、２５℃以下の融点を有する第１のポリオールを含む、項目１～９のい
ずれか一項に記載の組成物。
［１１］
　３７℃、平行板モードにて３．８／ｓのせん断速度で測定したときに、前記組成物が約
０．１～約１００，０００Ｐａ・ｓの粘度を有する、項目１～１０のいずれか一項に記載
の組成物。
［１２］
　前記生体活性ガラスが、３５重量パーセント未満のＳｉＯ２を含む、項目１～１１のい
ずれか一項に記載の組成物。
［１３］
　前記生体活性ガラスが、約１重量パーセント～約７０重量パーセントのＢ２Ｏ３を含む
、項目１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
［１４］
　前記生体活性ガラスが、生体活性繊維ガラス、生体活性ガラス粒子、又はそれらの組み
合わせを含む、項目１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
［１５］
　前記生体活性ガラスが、約５重量％～約９５重量％を構成する一部分として前記組成物
中に存在する、項目１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
［１６］
　項目１～１５のいずれか一項に記載の組成物を含む、創傷被覆材。
［１７］
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　バイオフィルムの処置方法であって、前記バイオフィルムを項目１～１５のいずれか一
項に記載の組成物と接触させることを含む、方法。
［１８］
　表面を処置し、表面上にバイオフィルムが形成されることを阻害する方法であって、前
記表面を項目１～１５のいずれか一項に記載の組成物と接触させることを含む、方法。
［１９］
　創傷部位の処置方法であって、前記創傷部位を項目１～１５のいずれか一項に記載の組
成物と接触させることを含む、方法。
［２０］
　前記創傷部位を前記組成物と接触させることが、前記創傷部位を、前記組成物を含む被
覆材と接触させることを含む、項目１９に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性ビグアニド化合物を含む、組成物。
【請求項２】
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性第四級アンモニウム化合物を含む、組成物。
【請求項３】
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含み、表面を有する生体活性ガラス、及び
　銀又は銅を含む、有効量の抗菌性化合物を含み、
　前記抗菌性化合物が、前記生体活性ガラスの表面のコーティングとして前記組成物中に
存在する、組成物。
【請求項４】
　懸濁媒体、
　Ｂ２Ｏ３を含む生体活性ガラス、及び
　有効量の抗菌性脂質構成成分を含み、
　前記抗菌性脂質構成成分が、多価アルコールの（Ｃ７～Ｃ１２）飽和脂肪酸エステル、
多価アルコールの（Ｃ８～Ｃ２２）不飽和脂肪酸エステル、多価アルコールの（Ｃ７～Ｃ
１２）飽和脂肪エーテル、多価アルコールの（Ｃ８～Ｃ２２）不飽和脂肪エーテル、それ
らのアルコキシル化誘導体、又はそれらの組み合わせを含み、前記アルコキシル化誘導体
は多価アルコール１モル当たり５モル未満のアルコキシドを有し、ただし、スクロース以
外の多価アルコールに関して、前記エステルはモノエステルを含み、前記エーテルはモノ
エーテルを含み、かつスクロースに関して、前記エステルはモノエステル、ジエステル又
はそれらの組み合わせを含み、前記エーテルはモノエーテル、ジエーテル又はそれらの組
み合わせを含む、組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物を含む、創傷被覆材。


	header
	written-amendment

